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会 長 挨 拶
会長　松尾　文隆

　本日も定刻より例会に出席
いただきありがとうございま
す。
　ロータリーの12月テーマ
は、「疾病予防と治療月間」で
す。
　日常生活で重宝するプラスチック製品。
しかし、そのプラスチックが目に見えない
ほどの微粒子となり、体内に取り込まれて
いることが報告されています。これまでマ
イクロプラスチックは海洋汚染の影響で魚
介類から人へなど、負の食物連鎖として語
られることが多かったのですが、日頃口に
するペットボトルでは摩耗や製造過程での
微粒子の混入も原因としてあげられます。
　また、化学繊維を使用した衣類もマイク
ロプラスチックの発生源のひとつです。洗
濯のたびに化学繊維から微細な繊維が抜け
落ち、排水と共に下水処理場へ流れ込みま
すが、従来の水処理施設ではこうした微細
なプラスチック粒子を完全に除去すること
は難しく、河川や海に流れ出し、食物連鎖
を通じて人間の体内に入ったり、もっと身
近な所では、住宅の寝室等、着衣・寝具か
ら離散したマイクロプラスチックが浮遊し、
呼吸で人体に取り込まれる事も指摘されて
おります。
　プラスチック粒子が血管内に入り込むこ
とで、深刻な健康リスクを引き起こす可能

《本　　日》会員数 83名（出席規定免除 21名）・出席 49名・欠席 34名・（内免除者欠席 12名）・ビジター　　ゲ ス ト
0
2 名・出席率 59.04 ％

《11月26日》会員数 83名（出席規定免除 21名）・出席 43名・欠席 40名・（内免除者欠席 14名）・メークアップ 8 名・修正出席率 73.91 ％

性があることが、最新の研究で明らかになっ
ています。
　イタリア・ナポリの研究チームは、動脈
硬化の患者304人の血管内プラーク（脂肪の
塊）を調査し、その結果、約半数の患者の
プラークからプラスチック微粒子が検出さ
れたそうです。
　血管内にプラスチックが検出された患者
は、心筋梗塞や脳卒中などの重大な疾患を
発症するリスクが約4.5倍も高いことが解明
されました。プラスチック製品の使用・廃
棄に身近な所から、一層の心掛けを感じる
次第です。
　最後に、境会員が12月1日付けで株式会社
深町組の代表取締役社長に就任されました。
心からお祝い申し上げると共に、今後益々
のご発展を祈念いたしまして本日の会長挨
拶とします。

例 会 記 録
◯ロータリーソング「四つのテスト」
◯ゲスト
　一般社団法人佐世保青年会議所
	 第72代理事長　筒井　裕大 様
	 専務理事　木村　徳嗣 様
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幹 事 報 告
幹事　安福　竜介

1.�国際ロータリー日本事務局クラブ・地区
支援室
　国際ロータリー第2740地区
　2025-26年度　ガバナー事務局
　2026年台北国際大会のご案内資料
　※�佐世保RCでの参加申込は行っておりま
せん。参加希望の方は各自でお申込み
お願い致します。書式がありますので、
事務局へお尋ねください。

委員会報告
■�親睦活動委員会	 副委員長　境　　竜馬
　まず、12月21日㈰に開催し
ます忘年家族会でのお願いを
させていただきます。先日よ
り皆様に忘年家族会内で行う
富くじ景品の協賛をお願いさ
せていただいております。協賛いただけま
す方は、12月15日までに忘年家族会協賛申
込書を当委員会出端委員長まで提出いただ
くと幸いです。尚景品の受領に付きまして
は次週の例会もしくは各会社を訪問して受
領しようと考えておりますので、宜しくお
願いします。
　次に、来年1月28日㈬に開催します、長寿
祈願祭並びに記念祝賀会につきまして、本
日皆様のセルフボックスへ案内状を入れさ
せていただきました。本年の賀寿者は2名で
す。当日11：00より亀山八幡宮にて祈願祭、
18：30より当会場にて短縮例会を行い、その
後記念祝賀会を開催いたします。多くの皆
様の御出席をお願いいたします。
　最後に、深町組代表取締役就任に伴い多
くのお祝いのメッセージをいただきました。
誠にありがとうございました。

その他の報告
■日本酒を愉しむ会	 会長　山下　尚登
	 幹事　中村　徳裕
1. 日本酒を愉しむ会の様子：
　去る12月4日㈭18：30より、
レオプラザホテル「滝の茶屋 
鯉太郎」にて今年最後の「日
本酒を愉しむ会」を開催いた
しました。
　今回は忘年会シーズンの真っ只中という
こともあり、参加者は9名と少人数での開
催となりました。会員の皆様からは「なぜ
一番忙しい忘年会シーズンに開催するのか」
といった愛のあるお叱り（笑）も頂戴しま
したが、その分、濃密な親睦の時間を持つ
ことができました。
2. 会場の特別なおもてなし：
　会場となりましたレオプラザホテル様に
は、今回も多大なるご配慮をいただきまし
た。 特別に日本酒の持ち込みを許可いただ
いた上、料理長には日本酒に合う素晴らし
いお料理をご用意いただきました。私事で
すが、翌日も同ホテルでの宴会に出席いた
しましたが、全く料理が被らないようメニ
ューを調整いただくなど、細やかな心遣い
に深く感謝申し上げます。
3. 銘酒とスピーチの競演：
　今回は少人数ならではの新しい試みとし
て、以下の形式で会を進行いたしました。
　◦�1分間スピーチ： 各自が持ち寄った「自
慢の日本酒」について、選んだ理由や
産地、特徴、さらにはご自身の近況報
告を語っていただきました。

　◦�お酌とお味見： スピーチの後、そのお
酒を全員の猪口に注いで回り、説明を
反芻しながら味わいました。

　通常ですと、会の後半には何を飲んだか
分からなくなりがちですが（笑）、今回はそ
れぞれの銘酒の背景や、持ち込んだ会員の
想いを聞きながら味わうことができ、一つ
一つの味が鮮明に記憶に残りました。また、
会員相互の近況も深く知ることができ、こ
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れまで以上に親睦が深まる素晴らしい一夜
となりました。
4. 次回の開催計画（予告）：
　会の終盤、泉谷会員より「次はハウステ
ンボスの別荘地ワッセナーにある私の店舗
兼別荘でやってみてはどうか」という嬉し
いご提案をいただき、大変盛り上がりまし
た。 現在、以下の内容で計画を調整中です。
　◦予定日時：3月11日㈬　18：30～
　◦�行程案： 全員でJRを利用してハウステ

ンボス駅へ移動し、泉谷会員のHTBワ
ッセナーの別荘にて開催

　ホームグラウンドであるレオプラザホテ
ル様を飛び出し、列車の旅と別荘での日本
酒会を楽しむ企画です。詳細が固まり次第、
改めてご案内いたしますので、皆様奮って
ご参加いただきますようお願い申し上げま
す。
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慶　　　　祝
	 親睦活動委員会　今吉　俊博
○誕生記念月のお祝い
　大城　美枝 さん（ 1日）
　長島正太郎 さん（ 3日）
　長島　　正 さん（ 5日）
　安部　雅隆 さん（15日）
　菅沼宏比古 さん（21日）
　藤澤　心哉 さん（21日）
　福田登志也 さん（22日）
　林　　魁悊 さん（25日）
　宮川　　誠 さん（29日）

ニコニコボックス
親睦活動委員会　林　　魁悊

松尾　文隆 会長、筒井　和彦 副会長
安福　竜介 幹事、内海　暢邦 副幹事
草津　栄良 さん、中島　　顕 さん
木村　公康 さん、福田　金吾 さん
廣瀬　章博 さん、稲吉　　修 さん
福田登志也 さん、川原　　譲 さん
山口　健二 さん、田村　和大 さん
松本　祐明 さん、宮川　　誠 さん
山縣　千穂 さん、長島正太郎 さん
納所　佳民 さん、増本　一也 さん
古賀　　巖 さん、福田　金治 さん
指山　　立 さん、谷川　辰巳 さん
中村　徳裕 さん、坂元　　崇 さん
𠮷田　英樹 さん、船越　　温 さん
坂本　　敏 さん、米倉洋一郎 さん
加納洋二郎 さん、梅村　良輔 さん

芹野　隆英 さん、川口　直人 さん
林　　魁悊 さん
　一般社団法人佐世保青年会議所第72代理
事長筒井裕大さんの卓話に期待してニコニ
コします。

松尾　文隆 会長、筒井　和彦 副会長
安福　竜介 幹事、内海　暢邦 副幹事
中島　　顕 さん、今吉　俊博 さん
橘髙　克和 さん、福田　金吾 さん
廣瀬　章博 さん、川原　　譲 さん
稲吉　　修 さん、髙木　明生 さん
山口　健二 さん、田村　和大 さん
宮川　　誠 さん、納所　佳民 さん
増本　一也 さん、古賀　　巖 さん
福田　金治 さん、長島正太郎 さん
指山　　立 さん、谷川　辰巳 さん
山縣　千穂 さん、中村　徳裕 さん
坂元　　崇 さん、林　　魁悊 さん
樫村　剛司 さん、船越　　温 さん
坂本　　敏 さん、木村　公康 さん
米倉洋一郎 さん、梅村　良輔 さん
芹野　隆英 さん、川口　直人 さん
　株式会社深町組境竜馬さんが代表取締役
へ就任されました。ニコニコします。

境　　竜馬 さん
　この度、12月1日付で代表取締役を拝命い
たしました。たくさんのお祝いのお言葉を
いただきまして誠にありがとうございます。
まだまだ未熟ではございますが、ご支援と
ご指導を賜りますよう、お願い申し上げま
す。

草津　栄良 さん
　この度、長崎新聞に掲載されましたが、
11月7日付にて真言宗大覚寺派宗会議長に就
任いたしました。
　皆様よりお祝いのメッセージなどいただ
き、感謝申し上げます。

芹野　隆英 さん
　木村公康会員の息子さん、佐世保JC専務
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理事木村君の来訪にニコニコします。

大城　美枝 さん、長島正太郎 さん
長島　　正 さん、安部　雅隆 さん
藤澤　心哉 さん、福田登志也 さん
林　　魁悊 さん、宮川　　誠 さん
　誕生記念月を祝っていただき、ありがと
うございます。

◇
ニコニコボックス	 前回累計	 957,000円
	 本日合計	 86,000円
	 累　　計	 1,043,000円

卓　　　　話
「2025年佐世保青年会議所の

活動について」

一般社団法人　佐世保青年会議所
第72代理事長　筒井　裕大 様

　みなさんこんにちは。私は、
2025年度　一般社団法人佐世
保青年会議所　第72代理事長
の職を預かっております、筒
井裕大と申します。佐世保青
年会議所をご卒業された先輩方、また佐世
保の経済会を牽引されてこられた偉大なる
先輩方が多くいらっしゃる前で大変恐縮で
はございますが、本日は宜しくお願い致し
ます。
　まずは、私自身の紹介からさせていただ
ければと思います。私は1986年生まれの39
歳です。趣味は、釣りとキャンプです。学
生の頃はラグビーをしておりました。会社
は有限会社　筒井製材所に勤めており、建
築資材を販売しております。建築の事で何
かご用命の際は、筒井製材所までお問い合
わせいただければと思います。
　そして、青年会議所の経歴としましては、
2015年に入会し、これまでに様々な役職を
経験させていただきました。そこで出会っ

た方々は、私のこれまでの人生においても
非常にかけがえのないものであり、今日に
至る私の原動力となっております。本年、
「ALL FOR SASEBO」をスローガンとし
て掲げております。佐世保の華々しい未来
のため、そして未来を担う子供たちのため、
まずは私自身がこれまで以上に、人のため、
地域のために覇気をもって行動し、歴史あ
る佐世保青年会議所を先導していく責任の
重大さを胸に、日々精進してまいりました。
これからも地域から必要とされる組織とし
て未来に繋いでいけるよう、対外事業など
を通して関係各所との繋がりを強固にしな
がら、若者らしく力強く活動をしていきた
いと考えております。
　ここからは、2025年度の佐世保青年会議
所の組織について、お話をさせていただき
たいと思います。本年は、4人の副理事長、
そして6つの委員会で組織を構成しており
ます。会員一人ひとりが青年会議所での活
動と運動を通して、佐世保のまちづくりに
関わっているという使命感を持ち、何事に
も前向きに挑戦し続け、このまちの未来に
より良い変化をもたらすことができる組織
としての存在感が示せるよう、様々な事業
を展開してまいりました。また、私がこれ
までに、青年会議所で得た素晴らしい出会
いや、経験や学びのすべてを、自分だけに
留めることのないよう、言葉と行動をもっ
て、全力で次の世代に繋いできた所存です。
しかしながら、我々はまだまだ若い青年の
集まりであり、多くの失敗を繰り返す日々
です。皆さまにご迷惑をおかけしているか
もしれません。それでも、その過程で人と
人とのつながりの大切さに気付き、それを
原動力としながら新たな課題に向かってま
た挑戦することができるのは青年会議所活
動が我々会員にもたらす成長の機会であり、
そのような経験ができる唯一無二な組織と
して今後も、佐世保青年会議所を発展させ
て行かなればならないと考えます。本年も
さまざまな場面において、皆様からご協力
やご支援をいただきましたが、今後も佐世
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＊今後の例会予定＊ 
12月17日	 新会員卓話　今吉　俊博 さん

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、	
メークアップにもなりますのでご活用ください。
＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認をい
たしますので、事務局までお知らせください。

クラブ会報・広報委員会 委 員 長：梅村尚一郎　　委員： 谷川辰巳・船越　温・本岡　眞
副委員長：指山　　立　　　 　　安達幸太・長島正太郎

（今週の担当：谷川　辰巳　カメラ担当：指山　　立）

保青年会議所の活動と運動を応援していた
だければ幸いです。
　結びになりますが、佐世保青年会議所は
多くの学びと失敗ができる社会勉強に大変
相応しい組織です。ぜひご子息の方や、従
業員の方がいらっしゃいましたらご紹介い
ただければと思います。社業に必ず還元で
きますので、よろしくお願いします。


